
                              
 

平成 20 年 8月 22 日 

各   位 

会 社 名 新報国製鉄株式会社 
代表者名  代表取締役社長 川口 一男 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード ５５４２） 

問合せ先  
役職・氏名 常務取締役経営企画室長 森 善男 
電話 ０４９－２４２－１９５０ 
 

     平成 20 年 12 月期中間（連結・個別）業績予想との差異及び 

     通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成20年12月期（平成20年１月１日～平成20年12月31日）の業績予想について、平成20年5

月16日付当社「特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました業績予想

を下記のとおり修正いたします。 

記 

 

 

１．平成 20 年 12 月期 連結業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 20 年１月１日～平成 20 年６月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ）       4,300          620         650         150 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ）       4,419         583           625         112   

 増  減  額  （Ｂ － Ａ）         119        △37        △25        △38 

 増  減  率  （％）         2.8         △6.0       △3.8    △25.3 

(ご参考) 

前期実績(平成 19 年 12 月期) 
      3,069         232         253         133 

 

(２) 通期（平成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ）       7,600          930         950         300 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ）       7,600         860         890         230 

 増  減  額  （Ｂ － Ａ）           0        △70        △60        △70 

 増  減  率  （％）         0.0       △7.5       △6.3    △23.3 

(ご参考) 

前期実績(平成 19 年 12 月期) 
      6,854         613         636         322 
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２．平成 20 年 12 月期 個別業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 20 年１月１日～平成 20 年６月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ）       4,000           380         430          90 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ）    4,132         348         414       59 

 増  減  額  （Ｂ － Ａ）      132     △32     △16     △31 

 増  減  率  （％）         3.3       △8.4       △3.7      △34.4 

(ご参考) 

前期実績(平成 19 年 12 月期) 
      2,844         154         178         103 

 

(２) 通期（平成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ）       7,100           550         610         180 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ）    6,950         470         530         115 

 増  減  額  （Ｂ － Ａ）       △150        △80        △80          △65 

 増  減  率  （％）       △2.1      △14.5      △13.1      △36.1 

(ご参考) 

前期実績(平成 19 年 12 月期) 
      6,454         349         345         198 

 

 

３．業績予想の修正理由について 

 （中間期） 

 連結個別共に売上高につきましては、液晶パネル製造装置用部品の受注が堅調に推移し、前回

発表の予想を若干上回りました。営業利益及び経常利益につきましては、液晶パネル製造装置用

部品の生産高増加による利益率の改善はありましたが、精整鋼等の原材料高騰等による利益の圧

縮がコストダウンを上回り、前回発表の予想を下回りました。当期純利益につきましては、経常

利益の減少等により前回発表の予想を下回りました。 

 （通 期） 

 連結個別共に売上高につきましては、概ね予定どおり推移する見込みであります。営業利益及

び経常利益につきましては、上期と同様に精整鋼等の原材料高騰等による利益の圧縮により前回

発表の予想を下回る見込みであります。当期純利益につきましては、経常利益の減少等により前

回発表の予想を下回る見込みであります。 

 

※上記の予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります事をご承知おき

ください。 

 

以  上 


